
第１４回有識者会議（第１回環境保全有識者会議）での主なご指摘事項 資料１

主なご指摘事項（※） 対応方針等

会議の委員
に関するご
指摘

•本会議で議論されるのは最終的に「生
態系への影響」に関してであるため、
本有識者会議の構成委員に、現委員の
専門以外の分類群（昆虫，鳥類，両生
は虫類など）からも委員を補充すべき
ではないか。

• 今回会議より、河川生態学等を専門とされる京都
大学 竹門准教授に委員として参画していただきま
す。

県の専門部
会での議論
に関するご
指摘

•論点整理するにあたっては、何が問題
となっているのかについて静岡県専門
部会から論点を聞く場を設けて頂きた
い。

• 今回会議の関係者ヒアリングにて、静岡県から、
専門部会でのこれまでの議論を説明していただき
ます。

会議のス
コーピング
に関するご
指摘

•この会議のスコープはどこにあるのか、
その土俵をある程度設定してもらえな
いと議論が発散する可能性がある。

• 「リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議」は、
２０２０年４月に、それまでの静岡県とＪＲ東海
との間で行われてきた協議や県専門部会での議論
を踏まえて、今後の水資源利用や環境保全へのＪ
Ｒ東海の取組みに対して具体的な助言・指導等を
行うことを目的として国土交通省において設置し
たものです。

• 環境保全の議論においては、水資源に起因する生
態系への影響に限定せず、発生土に関する環境保
全など、静岡工区におけるトンネル掘削等の工事
計画に対する環境保全に関する取組みを対象とし
ます。

（※）第１回環境保全有識者会議での議論を踏まえ、事務局にて対応すべき主な指摘事項について整理。（その他指摘事項は、論点整理等において対応予定）


